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　地盤工学会が創立周年を迎えられましたことにつき、衷心よりお祝い
申し上げます。
　貴学会は戦後間もない年に発足した後、着実な活動を続けられ、建
築、土木、地質、地震および農業農村工学（農業土木）など多くの分野に
わたる構成員から成る専門学会として発展し、今日まで社会基盤の整備、
防災・減災、災害復旧・復興などの方面から、社会発展に多大なる貢献を
果たされました。ここに、これまでの弛みない学会活動に敬意を表する次
第です。
　昨今の地震や気候変動による風水害など大規模自然災害が多発するなか
で、強靱かつ安全・安心な国土形成が希求されています。このため貴学会
の果たす役割に、大きな期待が社会から強く求められると考えます。貴学
会の使命であるさらなる地盤の解明と高度で実用的な地盤工学技術の開発
に向け、ますますの発展を期待いたします。
　当農業農村工学会の研究対象も、貴学会と同様に「水と土」です。これ
まで当学会員の多くが、貴学会の会員としても活動をしてまいりました。
小職もその一人です。今後も連携をさらに強固なものとして、互いに協力、
切磋琢磨し、それぞれの分野で社会からの期待に応えることができれば幸
いと存じます。
　最後に、貴学会のますますの発展と会員皆様のご健勝とご活躍を祈念い
たしまして、お祝いの言葉といたします。

　公益社団法人地盤工学会が創立周年を迎えられましたことに対し、心
からお祝い申し上げます。貴会は年に日本土質基礎工学委員会として
創設されて以来、私たちの生活環境を支える地盤についての学術技術を扱
い、社会基盤施設にかかわる広範な問題解決に貢献されてきました。これ
までの貴会の活動を支えてこられました歴代会長、役員、会員の皆様のご
尽力に心から敬意を表します。
　わが国では近年、地震、豪雨、台風などの自然災害による被害が大きな
問題となっています。また、地球環境問題は私たち都市・建築に関わる者
にとって喫緊の課題となっています。このような困難な時代において、レ
ジリエントな社会構築へ向けた取り組みが重要であると考えています。日
本建築学会では、現在、「レジリエント建築」の創造に向けた調査研究活
動を進めているところです。貴会とは防災減災・災害復興に関する学会ネ
ットワークである防災学術連携体において共に活動を行っており、厳しい
自然環境におかれたわが国において社会資本整備を進める上で、貴会の調
査研究活動の成果は今後益々期待が高まることでしょう。
　来年はオリンピック・パラリンピックが東京で開催され、年には大
阪で万国博覧会が開催されます。私たちを取り巻く環境は、大災害を経験
して大きく変化しています。貴会とはこれまで以上に密接な連携を果たす
ことにより、共に都市にかかわる諸問題を解決し、わが国の持続的発展に
貢献できるものと考えています。
　最後になりましたが、貴会がこの先の年、年さらには周年に向け
て益々発展されますことを祈念してお祝いの言葉とさせていただきます。

　このたび、地盤工学会が創立周年を迎えられました。ここに心からの
お祝いを申し上げます。
貴会は、年に日本土質基礎工学委員会として発足し、年には土質
工学会、そして年には地盤工学会と時代の要請に応じて改組され、本
部・支部等の体制強化や活動の拡充を進めてこられました。その間一貫し
て、土木工学、建築学、農業土木工学などと関係を深められながら、土質
力学理論や基礎地盤工学分野の研究とその設計基準等へ反映させる社会実
装の活動を通じて、社会インフラにかかる広範な分野の問題解決に貢献さ
れてきました。
　また、貴会は、国際土質基礎工学会議や国際地盤工学会アジア地域会議、
そして『IS-Kyushu』等の『ＩＳ』を冠とする数多くの国際シンポジウム
を主催されてきました。また、論文集『Soils&Foundation』は、権威あ
るジャーナルとして国際的に高く評価されております。このような国際的
活動は、貴会の発足当時の伝統を継承されてきたものであり、敬意を表す
る次第です。
　さらに、近年多発している土砂災害に際しては、関係学会と連携して現
地調査や現象分析を積極的に実施されてきました。自然の脅威が激甚化す
る状況の中、当会といたしましても、これまで以上に貴会と連携を図って
対応していくとともに、積極的に社会に対して情報発信をしていきたいと
考えております。
　貴会が創立周年を迎えられたこの機会に、高い倫理観を持って社会的
責任を果たして行くためにさらなる活動をされることを期待しますととも
に、貴会員の皆様のご健闘を祈念してお祝いの言葉とさせていただきます。

　公益社団法人地盤工学会が、創立周年を迎えられましたことを心から
お祝い申し上げます。貴学会は、地盤工学の専門家集団として、安全・安
心な国土の形成や社会基盤整備に多大な貢献を果たしてこられました。こ
こに、改めて敬意を表すると共に、感謝申し上げます。
　貴学会は、学術技術の進歩への貢献、技術者の資質向上及び社会への貢
献を目的として活動されています。各種の調査・試験方法の基準化や学術
論文・各種地盤関係図書を刊行すると共に、国際技術交流などでも着実に
成果を蓄積され、国内外にプレゼンスを発揮されています。また、地盤災
害における緊急調査団の派遣や、市民向け地盤工学講座を開催され、社会
への貢献も推進されています。
　建設コンサルタントは、社会資本整備における建設生産・管理システム
の上流側である企画・計画・調査・設計を担っています。インフラの整備
事業では、地盤の知識はもとより、対象地域の正確な地盤情報の獲得とそ
の工学的な評価は極めて重要で、貴学会の活動の成果は欠くことが出来ま
せん。
　近年、気候変動の影響とみられる大型の豪雨災害や巨大地震による災害
が頻発し、さらに放射能土壌汚染などの未曽有の災害にも見舞われており、
地盤工学に関する専門家の活躍への期待が高まっています。
　これまでの年間で培われた実績と豊富な知見を活かし、貴学会のます
ますの御発展と御活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただ
きます。

　このたび公益社団法人地盤工学会が、創立周年を迎えられたことは誠
におめでたく、心からお慶び申し上げます。
　貴学会は、年月に日本土質基礎工学委員会として発足されて以来、
年の長きにわたり、日本の地盤技術を担う専門家の集団として、各種の
社会資本整備に係る様々な課題の解決や、地盤工学における学術技術の進
歩に、大きく貢献されてきました。
　近年では、「学術技術の進歩への貢献」、「技術者の資質向上」、「社
会への貢献」を活動の目的に掲げ、国内での調査・研究、研究成果の公表、
市民向け出前講座の開催、災害緊急調査団の派遣などの活動にとどまらず、
国際地盤工学会での活動など国際舞台においても、地盤工学の発展に数々
の成果を上げておられることに対し、深甚なる敬意を表する次第です。
　世界有数の災害多発国であるわが国においては、地震、台風、集中豪雨
といった自然災害が頻発・激甚化し、国土強靱化は喫緊の課題となってい
ます。また、高度経済成長期に集中的に整備され、近年老朽化しつつある
社会資本の再生も急がれるところです。こうした諸課題に対して、土木・
建築・農業・地質など多くの分野の専門家で構成されている貴学会が、こ
れからも、中心的役割を担われていくことを期待しています。
　日本建設業連合会といたしましても、貴学会と連携を図りながら建設業
の責務である建設事業の円滑な執行、喫緊の課題である働き方改革、生産
性向上の推進に加え、政府が進める「防災・減災、国土強靱化の３か年計
画」にもしっかりと取り組み、安全・安心な国土づくりに向けて、万全な
態勢で臨む所存です。
　創立周年を迎えられたことを契機に、貴学会がこれまで培われてきた
知見を基に、時代の変化を柔軟に取り込みながら、今後もより一層社会資
本整備に貢献されることと共に、貴学会のますますのご発展を祈念いたし
まして、お祝いの言葉とさせていただきます。

　公益社団法人地盤工学会が昭和年に日本土質基礎工学委員会として発
足して以来周年を迎えられたこと、学術分野と産業分野の違いはあるも
のの、同じ歩みを辿ってきた団体として、心からお喜び申し上げます。
　われわれ地質調査業は地盤の専門家として、さまざまな地盤工学的な問
題を抱える日本国土の住宅・社会資本整備事業に貢献してきたと自負して
おりますが、それを支えていただいたのは貴学会の土質工学、地盤工学分
野における学術的成果であり、これまでのご指導に深く感謝申し上げます。
　今、地質調査業を取り巻く状況が大きく変化しております。その発端は、
横浜のマンション杭問題、福岡市の地下鉄工事における道路陥没事故だっ
たと思います。さまざまな方から『しっかりとした公共工事を進めていく
ためには、そのベースとなる地質調査をしっかりとやって、品質を確保す
ることが絶対必要になる』とのご意見をいただき、われわれは１年前に一
般財団法人国土地盤情報センターを創設いたしました。また、今年の通常
国会では、公共工事品質確保促進法（公共工事品確法）の改正法案が通り
ました。この改正法では、地盤情報を集め、共有し、さまざまな機会で活
用してもらえるように、地質調査が公共工事の品質を確保する上で重要な
役割をもっているものとして位置付けられております。こうした時代の要
請に応えていくためにも、われわれは伝統と実績のある貴学会との連携を
さらに強め、産業としての新たな方向を模索してまいる所存ですので、引
き続きのご指導をお願い申し上げ、お祝いの言葉といたします。
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